












棺 (2) は、4 世紀後半製作の城門型石棺で、棺身の前面には「トラディティオ・レギス（法
の授与）」図（以下 TL 図）、背面には「使徒たちの集会」図が描かれている。これら
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（1）本論中で引用する石棺につける番号は以下のカタログ番号によっている :Rep.1 = G. Bovini, H. 
Brandenburg, F.W. Deichmann, Repertorium der christlichen-antiken Sarkophage, Bd. 1, Rom und Ostia, 
Wiesbaden, 1967; Rep. 2 = J. Dresken-Weiland, H. Brandenburg, Repertorium der christlichen-antiken 
Sarkophage, Bd. 2, Italien mit einem Nachtrag Rom und Ostia, Dalmatien (Museen der Welt), Mainz, 1998; 
Rep. 3= B. Christern-Briesenick, Repertorium der christlichen-antiken Sarkophage, Bd. 3, Frankreich, Algerien, 


























3 人の両側には 5 名ずつの立像男性がおり、いずれもキリストの方を向いている。彼
らは中央 2 人の使徒と合わせて 12 使徒像を構成していると思われる。キリストの足
元では死者夫妻と思われる男女がひざまずいている。石棺前面の下方には、細い帯状
の区画がある。中央にはこの帯状区画を突き破る大きさの、大型の羊がおり、その両










（4）羊の行列図に関しては、拙論 Kaori Yamada, Teorie di ovini nei monumenti paleocristiani di Roma dalle 
origini al sesto secolo, tesina di licenza al pontiﬁcio istituto di archeologia cristiana, anno accademico 1995-96.














これらの人物像が誰であるかは不明だが、4 人のうち少なくとも右側の 3 名の動きは
右方向（石棺背面）へと促されており、あたかも「使徒たちの集会」にやってきた人
物像であるかのようである。
（5）H.-I. Marrou, MOYCIKOC ANHP. Étude sur les scènes de la vie intellectuelle figurant sur les monuments 
funéraires romains, Grenoble, 1938.
















































を 以 下 に 挙 げ る。W. N. Schumacher, "Dominus Legem Dat", in RömQuart., 54(1959), pp. 137-202; M. 
Sotomayor, Über die Herkunft der "Traditio legis", in RömQuart., 56(1961), pp. 215-230; C. Davis-Weyer, Das 
Traditio-Legis-Bild und seine Nachfolge, in Münchner Jahrbuch der bildenden Kunst, 12(1961), pp.7-45; Y. M. 
J. Conger, Le thème du <don de la Loi> dans l'art paléochrétien, in Nouvelle revue thèologique, 94(1962), pp. 
915-033; P. Testini, Gli apostoli Pietro e Paolo nella più antica iconograﬁa Cristiana, in Studi Petriani, Roma, 
1968, pp. 105-132; F. Nikolasch, Zur Deutung der "Dominus- legem- dat" Szene, in RömQuart., 64(1969), pp. 
35-73; P. Franke, Traditio Legis und Petrusprimati, in Vigiliae Christianae, 27(1973), pp. 263-271; K. Berger, 
Der Traditionsgeschichtliche Ursprungs der <Traditio legis>, in Vigiliae Christianae, 27(1973), pp. 104-122; Y. 
Christe, Apocalypse et Traditio legis, in RömQuart., 71(1976), pp. 42-55; B. Snelders, The traditio legis on early 









再現されているといっていい (8)。このミッソリウムの表現と TL 図のキリスト、ペテ









これらはいずれも 375-380 年の製作と考えられている (10)。一方、ローマのコンスタン
ティナ廟堂北側小アプシスのモザイク (11) は、考古学的な観点から石棺浮彫の作例群






（7）作例のリストは Snelders2005, p. 325 に最新のものが示されている。石棺が 29 作例、モザイクが 2、フ
レスコ画が 1、その他の小作例が 9 例の全 41 作例である。
（8）A. Grabar, L'età d'oro di Giustiniano, Paris, 1966, ﬁg. 351. テオドシウス皇帝のミッソリウムは 388 年の作
例と考えられている。
（9）ペテロのとるアクラマティオのポーズは、元々皇帝を賞揚するための表現である。皇帝美術のキリ
スト教美術への影響に関しては A. Grabar, L'empereur dans l'art byzantin : recherches sur l'art officiel de 
l'Empire d'Orient, Paris, 1936.
(10) Snelders2005, p.325, nota13 石棺の年代決定は難しく Snelders は Stutzinger や Immerzeel らの研究に基づ
いて TL 石棺を年代順に並べている。いずれにせよ、ラヴェンナ工房の石棺作例を除けば、その殆ど
が 375年から 400年にかけての 25年の間に製作されたものと位置づけられている。Immerzeelの研究は、
出版されておらず未見である。M. Immerzeel, De sarcofaagproductie rond 400. Het westelijke Middellandse- 
zeegebied, unpubl. Diss., Leiden University,1996.
(11) J. Wilpert- W. N. Schumacher, Die römischen Mosaiken der kirchlichen Bauten vom IV. –XIII. Jahrhundert, 
Freiburg, 1916/1976, pp. 328-330, tavv. 101-106; 辻佐保子編「世界美術大全集 7 西欧初期中世の美術」図 5、
解説 371 頁（名取四郎）；名取四郎「コンスタンティナ廟堂の北側小アプシスのモザイク―「トラディ
ティオレギス（法の授与）」図を巡って」、『別府大学紀要』18 号（1977 年）、10-39 頁。
102－　　－
トラディティオ ･ レギス（法の授与）図再考ミラノ、サンタンブロジオ教会蔵、スティリコの石棺を巡る考察

























369 年以前は首位権を主張したい状況にあり、それが TL 図に反映された、というのである。
















点とした 3 人図像である TL 図が好まれる結果となった (15)。4 世紀中頃に登場する一
連の受難石棺の中央に描かれる勝利の十字架表現 (16) も、同様の理由で好まれている。
スナイデルはさらに、勝利の十字架石棺（Rep. 3-412）（図 6）と TL 図を有する列柱
型石棺（Rep. 1-58）（図 7）を比較している。両方とも列柱型石棺で、石棺前面は 5
つの区画に区切られており、中央区画を除いて左の 2 区画に「洗足」、「ペテロの逮捕」、
右の 2 区画には「ピラトの前のキリスト」が配されている。中央の主題が Rep. 3-412
では「勝利の十字架」であり、Rep. 1-58 では TL 図となっている。Rep. 1-58 の TL 図
を観察してみると、ほかの区画の人物像に比べて、ペテロ、パウロが非常に小さく描
かれている。これは、スナイデルによれば勝利の十字架の下に描かれる 2 兵士の図像








は変更可能なものであり、TL 図へと変更された結果が Rep. 1-58 石棺であるのだとい
う。つまり、この時代、図像の意味よりも構成により注意が払われていたというので
ある (18)。しかし、初期の TL 図をみると（Rep. 1-200 や Rep. 1-676）、列柱型石棺であ
りながら TL 図は中央の区画だけでなく、更に左右の 2 区画へと広がっている。これ
は、初期の石棺がフリーズ型石棺の表現方法に影響されているからである (19)。また
一方、4 世紀後半には石棺の 1 面に 1 表現をするという石棺構成上の流行があり、こ
の時期に登場したのがスティリコの石棺である (20)。ここでは、3 人図像の TL 図に 10
人の使徒を加えて、12 使徒によるキリスト賞揚をも表現し、キリストの権威づけを
行っている。

















(20) Snelder 2005, p. 329.
(21) 全く同じ図像がほかにローマの、サン・マルコ教会堂、サンタ・チェチリア・イン・トラステーヴェ
レ教会堂のアプシス壁画に残されている。
(22) 「使徒たちの集会」図は TL 図と異なり、カタコンベの壁画の作例が主である。以下にカタコンベの作
例を挙げておく。カタコンベの墓室番号は A. Nestori, Repertorio tpografico delle pitture delle catacombe 
romane, Città del Vaticano, 1993=Nr による。またカッコ内の番号は G. Wilpert, Le pitture delle catacombe 
romane, Roma, 1903=WP の図版番号である。①ドミティルラ Nr18（WP 155-2）、Nr33（WP 22-1）、Nr39（WP 
126）、Nr 47（WP 148-2）、Nr 74（WP 193）②サンテルメーテ Nr 6(WP 152)、③マイウス Nr 17（WP 
170）、④マルコ・エ・マルチェリアーノ Nr 4（WP 177-1）、Nr 7（WP 177-2）、⑤ピエトロ・エ・マルチェリー
























ア・ディーノ・コンパーニ Nr 1、以上 14 作例である。また、「キリストと使徒たちの集会」図表現に
関しては Grabar1936, pp. 207sgg.; Testini1963, pp. 235sgg. などに詳しい。
(23) 12 人の使徒を伴った「使徒たちの集会」図の石棺浮彫の作例は多くはない。WS34-1、WS34-2、WS34-3（コ
ンコルディウス石棺）、WS43-5 などが挙げられるが、いずれも列柱型石棺である。コンコルディウス
石棺では、キリストが持つ冊子本に Dominus legem dato（主は法をあたえる）と記されており、天上
の集会と法の授与という二重の意味を持った表現であると考えられる。
(24) Testini, 1963, p.235, p.277.
(25) 天上の集会、すなわちキリストが天上の神の国に 12 使徒とともに現れるという概念は、終末論的なコ
ンテクストの中で新約聖書の中に現れる。マタイ 19:28、ルカ 22:30。
(26) J. G. Deckers, G. Mietke, A. Weiland, Die Katakombe "Anonima di Via Anapo": Repertorium der Malereien, 
Città del Vaticano, 1991, farbtafel, 5.
(27) 異教の哲学者像は閉じた巻物を持つのが通例であるが、教師キリスト像は冊子本を持つのが通例であ
る。
(28) Testini, 1963, p. 277.
(29) Testini, 1963, p. 235 特に帝国の危機の時代、皇帝の権威を表現するために利用された表現がそれにあた
る。テサロニキのガレリウス帝凱旋門、上から三段目の区画や、ローマのコンスタンティヌス帝凱旋門、
イスタンブール、ヒッポドロームのテオドシウス帝オベリスクの基壇の彫刻が例として挙げられる。
(30) Testini, 1963, p. 261, Testini1968, p. 122.



















(32) ポンツィアーノのカタコンベ、Nr8; ドミティルラのカタコンベ、Nr74(WP193)。 また、アプシス周辺
の壁面、凱旋門型壁面に類似した、アルコソリウム手前上部の壁面に描かれる例も多い。ドミティル
ラ Nr33(WP225-1)、サンテルメーテ Nr6(WP152)、ヴィア・ディーノ・コンパーニ Nr1。
















(34) J. Wilpert-W. N. Shumacher, 1916/1976, p. 306, tavv. 19-23; 辻佐保子編、前掲書、図 6、解説は 371 頁（名
取四郎）。
(35) サンタ・プデンツィアーナ教会堂のアプシスモザイクに関する C. Ihm, Die Programme der christlichen 
Apsismalerei : Vom vierten Jahrhundert bis zur Mitte des achten Jahrhunderts, Wiesbaden, 1960. 以降の文献
を挙げておく。G. Matthiae, Mosaici medioevali delle chiese di Roma, Roma, 1967, pp. 56sgg.; G. Bovini , I 
mosaici della chiesa di S. Pudenziana a Roma, in CARB 18(1971), pp.95-113; Y. Christe, La vision de Matthieu 
(Matth. XXIV-XXV), Origines et diveloppement d'une image de la Seconde Parousie, Paris, 1973; E. Dassmann, 
Das Apsismosaik von S. Pudenziana in Rom, in RömQuart., 65(1979), pp. 67-81; E. Engemann, Images 
parousiaques dans l'art paleochretien, in L'Apocalypse de Jean: Traditions exegetiques et iconographiques, IIIe-
XIIIe siecles, Geneve, 1979, pp. 73-107 ; B. Kühnel, From the earthly to the heavenly Jerusalem-Representations 
of the Holy City in christian art of the first millenium, Rom, Freiburg, Wien, 1987, spec. pp. 63-72; F. J. 




























　前面の TL 図は、下部に 12 頭の羊の行列を従えており、これはサンティ・コスマ・
エ・ダミアーノ教会堂アプシス壁画などに見られる構成と酷似している。おそらくプ
ロトタイプたる教会堂モザイク壁画が存在し、石棺上にこの教会堂のアプシス壁画の




(37) 異教葬礼美術の場合は、死者を哲学者として理想化して描くことが非常に多かった。P. Zanker, Die 















図 5　Snelder2005, ﬁg. 5
図 6　Snelder2005, ﬁg. 3
図 7　Snelder2005, ﬁg. 4
図 8　V. Fiocchi Nicolai, F. Bisconti, D. Mazzoleni, Le catacombe cristiane di Roma, Regensburg, 1998. 
p. 86, ﬁg. 95（部分）
図 9　筆者撮影
